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「Sequential POSデータの実証実験の取り組み」

-Scan＆Goを活用したリピート購買の活性化に向けた実証実験の取り組みの検討-

（Sequential POS Dataとは、ID-POSデータに購買順序データが付加されたデータのこと）

ASI（アジアショッパーインサイト）研究会（https://asi-inst.org）

中央大学大学院戦略経営研究科

中村博

２０２４年12月10日 8期第6回ASI研究会
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前回（８月２１日）の振り返り（１）
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購買動機調査による仮説

１）買い物客は、免罪符効果によって実店舗およびネットスーパーの双方で計画購買
を行い、その後に非計画購買を行う傾向がある.

２）ブランド計画購買は、買い物順序の前半に発生する傾向にある.中半～後半のブ
ランド購買は非計画購買の可能性が高い.

３）非計画購買の動機は想起購買（過去の経験や広告想起など）、サリエンス購買（
目について思わず購買）、リスク回避購買（健康的・安心安全・後悔など）、新奇性購
買（めずらしくて購買）、参照価格購買（割安だから購買）、身体的認知購買（いい匂
いがしたなど）である.

４）計画購買の後に想起購買やサリエンス購買が発生しやすい.また、買い物運動量
効果（最初の購買がその商品とは関連しない商品も選択したいという心理的衝動)に
よって、サリエンス購買がサリエンス購買を誘発する傾向がある.

（出所）中村博（2024）, 「Sequential POSデータの実証実験の取り組み」, ASI報告, 2024年12月10日
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実店舗の買い物客は、まず計画購買、そして非計画購買

非計画購買は購買順序の後半に発生する傾向がある.買い物客は、まず計画していた
ブランド（カテゴリー）を購入し、その後にブランドの非計画購買を行う傾向にある.

出典）中村博（2024），「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」，８期第３回ASI研究会，2024年８月２１日報告
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計画購買の発生順序

計画購買のなかでも特定銘柄計画購買（ブランド計画）は、初回～４番目に発生しやす
い.また、カテゴリー計画購買は、動線前半～中盤で発生しやすい.

出典）中村博（2024）， 「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」，８期第３回ASI研究会，2024年８月２１日報告
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非計画購買の発生順序（類型別）

動線中間に想起購買、リスク回避購買、サリエンス購買が多く発生する.また、動線後半ではサリエ
ンス購買が多くなる.参照価格購買も動線中間から後半に発生しやすい.

出典）中村博,杉本ゆかり,杉本ゆかり（2023）,6期第8回購買体験価値を高める売場，ASI研究会 2023年3月15日
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前回（８月２１日）の振り返り（２）
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Sequential POS Data(購買順序付きのID-POSデータ)の入手先

出典）トライアルHP https://www.trial-net.co.jp/cp/mediakit_ssc_aicamera/

出典）鈴木一正（2021），小売業のＤＸ戦略のケース，中央大学アジアショッパーインサイト研究会報告，2021年9月8日

モバイルによる決済（グローバルに普及）㈱ トライアルのスマートカート
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実験店のScan ＆ Go会員数推移

出典）中村博（2024）,8期第1回，アジアショッパーインサイト研究会,2024/6/27 9

実験店３店のScan ＆Go会員は買い回っている.2024年5月末時点で
33,760会員.今後とも増加傾向にある.
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Scan&Goのレシート枚数および購買金額の分布（３店舗合計）

出典）中村博（2024）, 「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」, 8期第3回ASI報告, 2024年8月21日 10
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Scan&Goのレシート枚数および購買金額の分布（３店舗合計）

出典）中村博（2024）, 「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」, ８期第２回ASI報告, 2024年8月21日 11
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Sequential POSデータによる３つのブランド購買仮説

購買商品が７単品のSequential POSデータ（SM３店舗の59,405枚）を利用しブランドの購買順序（X）
別購買回数（Y）をみると「初回購買が多いブランド（計画購買）」、「動線中盤（非計画購買）」、「初回＆
中盤（計画＆非計画購買）」でピークを迎える３つのパターンがある．

来店時に最初に購買されや
すいブランド（計画購買ブラン
ド）
①サントリーPSB350,350×６
②ハーゲンダッツミニカップバニラ
③グリコつぶつぶイチゴポッキー

動線中盤で購買されやすいブ
ランド（非計画購買ブランド）
①カゴメトマトケチャップ５００ｇ
②サントリー緑茶伊右衛門600ml

③宝料理のための清酒パウチ
500ml

初回＆中盤で購買されやすい
ブランド（計画＆非計画購買ミッ
クス・ブランド）
①ヤクルトY1000

②Kokuyoキャンパスノート
③スコッティフラワー３倍長持ち
④クリニカADはみがきクールミント
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ブランドの購買順序：サントリーPSB350㎖ ＆ 6缶パック

出典）中村博（2024）, Sequential POSデータによる購買順序効果,８期第３回 ASI報告, 2024年8月21日 13

レシート全体およびまとまった買い物レシート（７品目～１３品目）ではPSB350ｍｌは１回目～２回目が多く購買される傾
向にある.一方、ＰＳＢ６缶パックは４回目で増加しており非計画の可能性もある.PSB３５０ｍｌは計画購買性＞非計画
購買性である.なお、６缶パックは３５０ｍｌ缶に比べて少し非計画性が高くなる傾向にある.
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前方選択ブランド：ターゲットブランド＝サントリーPSB350㎖

出典）中村博（2024）, 「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」,８期第３回 ASI報告, 2024年8月21日
14

PSB350ｍｌ缶の前方選択カテゴリーはビール、リキュール類．なかでもPSB３５０ｍｌの前方選択ブランドはキリン糖
質ゼロである.また、前方選択ブランドは350ｍｌ缶が多い.
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ブランドの購買順序：カゴメトマトケチャップ500ｇ

（出所）中村博（2024）, 「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」,８期第３回 ASI報告, 2024年8月21日
15

カゴメトマトケチャップ500ｇは、購買順序５番目が最も多く非計画購買性が高い.ケチャップの多くはこの順序パタ
ーンが多い.まとまった買い物レシートについても同様の傾向で５番目が最も多い.このため、計画購買性＜非計画
購買性のブランドである.
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前方選択ブランド：ターゲットブランド＝カゴメトマトケチャップ500ｇ

（出所）中村博（2024）, Sequential POSデータによる購買順序効果,８期第３回 ASI報告,

 2024年8月21日
16

カゴメトマトケチャップ500ｇの前方選択カテゴリーはマヨネーズやソース.また、前方選択ブランドは、ＱＰマヨネー
ズ450ｇやブルドック中農ソース、ＱＰハーフ400ｇが多い.これらのブランドとカゴメトマトケチャップ500ｇのバンドル
販売などが考えられる．
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ブランドの購買順序：ヤクルト1000＆ヤクルト1000 ６本パック

（出所）中村博（2024）, 「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」,８期第３回 ASI報告, 2024年8月21日
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全体的には、順序１番目が多いが、まとまった買い物（７品目～13品目）の場合、Y1000は順序７番目が多くなって
おり、非計画購買が発生している可能性が高い.つまり、計画購買性＝非計画購買性である.一方、６本パックは計
画購買性＞非計画購買性である．
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前方選択ブランド：ターゲットブランド＝ヤクルト1000

（出所）中村博（2024）, 「Sequential POSデータ（SPOS）
による購買順序効果」,８期第３回 ASI報告, 2024年8月21

日
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前方選択カテゴリーは牛乳や乳酸菌飲料、ドリンクヨーグルトである.前方選択ブランドとしてはNewヤクルト10本パッ
クなどのヤクルトブランド、また、いばらくあじわい牧場牛乳１Ｌなどの牛乳ブランドもよく前方選択されている.また、
Y1000は１回当り３本購買が多く、リピート購買のための３本パックの市場機会がある.
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Sequential POS Data実証実験に向けて
（Sequential POS Dataとは、ID-POSデータに購買順序

データが付加されたデータのこと）
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S-POSの活用領域

20

１）ID-POSデータに購買順序データが付加されることによって、マーケティングや
MDへの活用が期待される．
①ブランドの前方選択カテゴリーあるいは前前方選択カテゴリーをScan＆Goの
画面でレコメンドする

２）リピート購買を促し、Habit Loopを回す施策の可能性がある
トライアル促進やリピート促進別のレコメンデーション（どのような商品をレコメンドするか？）

３）ブランドが動線前半、中半、後半のどこでよく購買されるかによって、計画購買性や非計画購買性が類推でき、
MDへの示唆が得られる
①レイアウトへの適用
②特別陳列の位置

３）ブランドの前方選択ブランドが把握でき、ブランド購買の前後の選択ブランドが明らかになり、棚割りやリテイルメ
ディアによるプロモーションへの活用が期待できる
①棚割りで隣接するブランドの把握（どのブランドに隣接して陳列するか）
②カテゴリー間のタイアップキャンペーン
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仮説
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実験対象店舗（概要）

（出所）中村博（2024）, 「Sequential POSデータ（SPOS）による購買順序効果」, ASI報告, 2024年8月21日 22

Scan＆Go比率が最も高いのは、ブランデ学園店で34.7％、FS学園店が18.8％、つく
ばスタイル店が15.9％である.（2024年7月現在）.ブランデつくば並木店（ウェルシアあり
）も検討中．
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「Sequential POS 実証実験」の企画のフレーム

ブランド
（ASI参加メーカ
ーのブランド）

USMH
売上約1兆円円）

ASI研究会
Habit Loop

プロジェクト

１）第一次実証実験
①期間：2025年春（４週間）
②対象メーカー：？
③キャンペーン：ポイント提供と情報提供
④媒体：Scan & Go

⑤報告：２０２５年夏

実験店舗および
SPOSデータ提供

レコメンド・ブランドの
確認と効果測定
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